
明治録灸医学第 3号 9 -]4 (J日87)

|出池刺激はインスリン分泌を充進させるか?

判明治鍛灸六学附属病院 ・ 内科学教室 帥明治錨灸大学附属病院・ R I 胞設政射線官即室

件孝明治誠灸大学附属病院 ・ 臨床検査部

布 li上 位キ 吉田俊秀キ

古川ぷ正* 荻野俊平本

寺沢宗Jln*
近藤裕一料

hlj藤昌平本

品i谷和之仲本

要旨 1111池への誠刺激は。 l自I Lþ インスリン値を五進させるとの報告がある 今回は Iζれを再確認する

為K 健常ボランティア ILIJJI池への置獄中'1激と通電刺激 また，対照として Illl池より i 佃離れた非経穴

への通';IJ刺激を行い 75 g 経口ブドウ糖負荷中白血糖値!血清インス リ ン値への影響を検討した しか

し。結巣は， fU気の{T1!!tlC I~I係なく 曲地への置銭刺激通電刺激ともに. 1n\刺激時や"経穴への通電

刺激時と全く問織な Iln V，\および(rnt~.インスリン値を示したにすき'ず 曲池への鍛刺激が l 血中インスリ

ン値を1Lilli させるとする報告は町i 認できなかった。
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Summary: 11 has been reported that acupuncture to “ Quchí" promotes the insul絜 se 

cretion. Therefore , in order 10 reconfirm this result. we investigated the effecL of 

acupuncture to “ QUCh í" and a non-ac叩uncture point as a cont.rol on plasma glu∞se and 

serum insulin r田ponses by 8pplying 75g oral glucose tolerance test(�-GTT) in healthy 

volunteers. On O-G T 'I', levels of plasma glucose and serurn insulin after acupuncturing 

凶“ Quchî" showed the a}most same values as to control poin 乙 a nd no喝timula ted cases 

Tbese results did nol. support the previous report showing that acupuncture to "Q日c hí "

promoted serum insulin s凹rct lOn
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10 1 111池刺激はインスリン分泌を元進させるかワ

I 目的

生活様式の欧米化にともない 7 糖尿病は 1 我国

でも 1 50万人を超え。年々的))[1の一途をたどって

いる 一方，東洋医学的 ILは，古くから糖尿病患

者に対して鍛灸治療の有効粧が唱えられており v

主 11: 8 穴 1 ， 2 ， 3 ， 4 ， 5) ( LI:l院 l 天剖 ， 1肋池， JH命 t

牌命，足三塁白太街，地機)が有効な糖尿病の治

療穴と考えられている 段近 I 長谷川らは.7)

上記 8 穴の中でも特に!曲地穴刺激は血中イ ンス

リン分泌を有意11:元進させると報告した それゆ

え l 我々は， Lの曲池刺激Kよる血中インスリン

分泌お韮現象が，再現性のある変化なのかとうか

もし，そうであれば，そのメカニス・ム解明を目的と

して以下の実験を行った すなわち，健常成人ボ

ランティ 77 名を用いて 75 g 経口ブドウ糖負荷

試験下fC，曲池穴への位鍬刺激，鉱通電刺激。対

阻として非経/\..への錨通 I日刺激， l!!t刺激!を行い，

鍛刺激が血糖値およびI(ni ，'i イ ンス リン値におよほ

す影響を検討した

日方 法

J) 対象糖尿病の家族歴のない21 から23才ま

での健常成人ボランティア 7 名(見 6名。女 1 名)

2) 実験は表 l のプロトコー Jレ 11:卦ついて行っ

た.すなわち， 1 2時間絶食後，時íI採 1(11を行い i つ

いで75 g のブドウ糖を経口投与し，段与 5 分後よ

り 25分までの20分 IMJ鉱刺激を行った ブドウ糖負

荷30分後日O分後， 1 20分後 11:それぞれ採血し，

血糖及び血消インスリン値を測定した なお，血

糖はタノレコ ス・オキシダ ゼ法，インスリンは

ー抗体法による radi oi mmunoassay (Dainabot 

社製 RIA - KIT) 11:よった

3) 鍛刺激法上記録刺激は経穴として I~lifuを 1

舗は18号鍛(正ü甚0.18師長さ 4 cm ，セイリン ・ ス

テンレス鍛)をJlJい， i~:該l (注 i~f気とは，穴位に錨

刺した後。手技抜作あるし、は，比較的品、時nτnの留鎖

を通じ，患者にだるい，しびれ φ 膨ij~ ， m:たい等の感

貨車iWるととをいう )を倣若召した得気l咋と， 5 凹の

採さ 11:刺入した~I::m気i咋 11:分け 1 さらにそれぞれ

Kおいて。錨通電刺激j拝 〔 ノド関m極(平板直径

5 mm) を同経穴より1. 5叩離れた部{立に貼り，ハZ

Jレスジェネレ タ ( fJl lf;事組TI一波， N -40型!東

京) 11:て，練校刺激(1 0Hz ， 6 V , 20分間)の

通電を行った 〕と，白銀刺激1斤 2 無刺激群と I

さらに曲池穴の対照として， 1111 池より外側 1 cm離

れた部位(非経穴) 1 1: 1青l械の鋪刺激を行う群11:分

け実験を行った

4) 試験間隔 lニ認の 6 実験は，同 対象を用

いて， 1 週間隔で行われた

5) 統計学的処日11ζ は. SludenL's l tes t を

用いた

表 1 本研究のプロトコ ール

75g 経口ブドウ現'ì負荷

。

「一円
。分 30分 60分 1 20す}

。 自 合 。

採 採 採 採

血 l白l 血 Iln 
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111 結果

経口ブ ドウ糖負荷試験を行う と， 無刺激では，

Illl糖値は負荷前の85.4 土 2.7mg/dt より. 30分で 1

1 39.6 土 日 6 mg/dt と有怠 (P <0.001)に地加

し，その後 . 60分で 120.3土 8. 0mg/dt ， 1 20分で

109 . 6土 5 . 9哩/dt と F降した 血病イ ンスリン値

は I 負イ21前， 1 3. 0 土 1 .1μU/mtより. 30分で61. 9

土 13.9 μU/mt と行怠( P <0.005l に地加し. 60 

分. 69 .3士 1 5.2μ U /mt (P<0.005l . 1 20分

45.8士 13.8μU/mt (P < 0.05) と除々に下降し

た しか し 曲池鍛通電刺激・ 非得気群，出銭刺

激 ・ 非得気群，非符火コン ト ローノレ群では. 1噌車l胞t
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図 75g 経ロブドウ純負荷テス卜時の Iln柏，血清

インスリ ン反応忙及ぼす， 曲池通電刺激 . da地問錨刺

激i コントロ ル (非経穴)通電刺政， 無刺激の影響

群と比較して，血糖値，血清インスリン値 IC有意

な変化は見られなかった(図 l 図 2 ，図 3.

表 2 表 3 )

また. 1.写気の省無は，織通電刺激においても，

置鍛刺激においても ，刷糠{直や血1mイ ンスリン値

IC 全く 影響を与えなかった(図 2 . 図 3 ) 

さらに，悩負荷後初分間の rln拙他変動lζ対す

る， rfn ?i'J インス リン反応は， 30' InsuJinogenic 

Index (L1 I R 1 / L1 B S )として表わされ，結

尿病の判定の際に頻用される指標であるが 乙の

指標も，更には，糖負荷後のインスリン分泌能を

検討す るili:裂な指標としとま即日されている糖負荷
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図 2 75g 経口ブドウ糖負担1テス ト 時の血糖 l 血清

イ ンスリン反応ι及ぼす曲池通電刺激 ・ 非得気と曲池

通常刺激 ・ 得気回影響
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図 3 75 g 経口ブドワ糖負荷テス ト 時の 1I1日 制， 1自1m

インスリン反応におよぽす [111 池置録刺激 ・ 非得気と [lù

池白紙 ・得気の影響

後1 20分までの。血清インス リ ン値の総平日を示す

E IRI も， 全群rmu:て全く有意差を認めなかっ

た(表 3 ) 

W 考 察

東洋医学IC おいては， 二千年前より糖尿病の治

療陀は 8 経穴 l.~ . 3 ， ~ , 5) ( rl:lJtfì: ，天 jß ， 出1 it!J ，骨|

命，牌命，足三型1 太衝 I 地機〉の録灸治療が有

効であると言われている しかし，長谷川 ら 6.7)

は，前述の 8 経穴の中でも，特K曲池穴への置銭

刺激や l パルス刺激が，インス リ ン分泌を鰍刺激

群と比較して有意10判加させると報告している

そこで 孜々も同被な。 曲池刺激への鍛迎m刺激

と置銭刺激を， 75 g 経口ブドウ栴負荷試験下IC行

い，血糖値および， 1血115 インスリン分泌への鍛刺

激の影響を検討した しかし p 我々の成紅iは，出l

池への織通電刺激、置錨刺激はともに， i与気の有

J!~IとがJ らず。 111\刺激対日目群や非経穴対照!tIと同様

な， Itn制と血m'インス リ ン反応、を示し 全く 有意

な変化を認めないよJjを示した

我々の成約と，長谷川 らß .1)の/J}U~ì との解離原

因は不明である 実験対象はほぼ|丙l年令であり I

また， 負侍ブ ドウ糖母 (50 g と75 g ) の~異はあ

るが，我々が75 g のブ ドウ踏置を川いたのは 1

1982年以来 円本1時尿病学会にて。 50 g ブドウ糖

負荷試験よりも 75 g プ l ゥ 純白荷試験の万が，

より軽症の糖尿病患者を拾い上げられるとして !

新たな判定基準"が設定されたjj11Cあわせたもの

である また 1 健常人では， 50 g よりも75 g ブド

ウ糖負荷の Jjが。 l刷出インスリン分泌反応、を，よ

り強〈刺激する為，我々の方法 (75 g ブドウ糖負

荷)によ る 11I1 h '!インス リ ン分泌反応が，各種紙刺

激中で，長谷川らの方法自 "(50 g ブドウ純白何)

より鈍かったといっ事は考えられない また，イ

ンスリンの測定方法も，二抗体法(長谷川 ら)6 ,1) 

とー抗体法(今回)の差異はあるが I 内因性のイ

ンスリン抗体を有する場合には I 乙の両者の iJllJ定

法による iJllJ定価ι差の出 る IJjは考えられるが，今

回の研究対象者は，過去に インスリ ン治療を一

度も受けておらずlζの測定方法による~が，今

回の成績と長谷川 ら 6 .71 の成績との解離原因とは

考え られない 1

それゆえ ，[Ûも解離原因として考え られるのは I

鍛刺激方法による差異であろう

まず， 錨通常刺激の研究では ! 我々は， 1出池穴

のみを通'tI1刺激する為/1: ，鋪 ( 1山地) ー不関電極

(非経穴部山地穴より 1.5 c.離れた所)の方法

を試みた一方，長谷川ら6 .11 は ， 左右 [111池穴を

誠鍛通電している 従って，後者の楊合には!

左右曲池穴IHJの経絡や筋組織系が刺激を受け，前

者よ り強い刺激盆となった可能性が考えられる

しかし後者の方法は厳密 ICは山地のみへの刺激
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表 2 75 g 経口 ブドワ踏臼柑テスト l時の山開。 /fl日清インスリン反応iζ及ほすulJ池通『日刺激 ・ ~ Iô í~}気 I 同

• íヰ気 曲池コン ト ロール UI 経穴)辿'，-11事サ撤 . /11/;也世鎖 . Jド得気. 1百l ・ 得気と無刺散の影響

血 包h R 

1l'J 3 0 分 60 分 1 2 0 ~} 刷 3 0 分 6 0 分 1 2 0 分

山地'1屯刺i!I. . 
非何 気 l:f

83.0土 2 .4 1 33.3士 I 1 .7 96.9士 1 0.0 I凹 .6士 6 .4 13 .4 土 1. 5 64β士 9.1 43.7 土 6 5 5 1. 5 土 8.5

山池辺市刺撤・
田 4 士 2.7 141 .7 士 16. 0 113.6土 1 3.3 1 1:i.O土 l i.6 12.5土1. 5 69. 3士 1 1.9 70. ! 士 1 2.2 64. 6士 22 .4

n 気1 r.l 

曲他コントロール
81 .1士 2 .4 日".4士 7 .5 ]12.0:tlO.6 92.0土 7. 4 13.3土 2 .6 6 1.3土 1 1. 8 50 . 6 土 10.9 44.1 土'-'

辺地刺激 l:t

幽池内 l\・
8B ‘6土 2.6 141 .0 士 1 8 . 5 125.9士 16.3 106.0士 1 0.3 18 .8 士 1. 3 68. 9 土Jl .8 65.7士 8.7 54 .5 土 】 1.5

非日}気 tl

曲池置l\ 得気"' 9 1. 9 土 3 .4 1 50.3土 8.6 113.9士 7.0 89.6土 自 3 15 .4土1.9 国 9土 5. 9 6 1. 7 土 6.5 36.6:t 7.1 

無刺激 81 85 .4 士 2.7 1 39. 6土 8.6 1 20 .3土 8 .0 1 09.6土 5.9 13.1 士1.1 6 1. 9 士 1 3.9 69ι士 1 5.2 45.8士 1 3.1

」 ー

.Mea n士Sg N" 7 

表 3 75 g 経口フドウ結負荷テス l 時のl出池J且Eω吋激 ・ Jr. f~~気!同 ・ 得気 /Jliilllコント口 ル UI 経穴)辿

電車1I激，曲池 iifì減 ・ JI: l~J.気同 ・ 13 気，と.l!!t刺激の 30' /n出Jl inogenic Indcx CL11Hf/ L1 BS) 

とl，;11(/ 

i山 j~泊市刺織 ー 山 地証Ii1tl刺iiI Ifll Æl!コン ト ロ ール I/~ 地 置以・
!lJl池田鎖 ・ 得気tl 続刺漁民

JI ' 呼気p.f. 目安l JrI, 通 '0 刺獄仰 五!同 気 llf

3D' ;lnsl.llinogenic . 
Index C.dlRI/LfBS) 

1 .5 土 0.3 J.5土 0 .5 1. 3 ヱ 0 .4 0.9 土 0.5 1.0 j: 0.3 1.2 ::::: 0.4 

>: R 1 78.0 土 1 2.0 216.<1 :t41.0 1 69 . 2 土 29.6 207.9 士 25 咽 9 1 12.6 土 1 7.3

.M eo n 土 SE N= 7 

効*を反映しているとは言い雌い また 置誠貯

Kおいても，抗々はJ;'-側の山地のみに白舗を行っ

たが，長谷川ら 6 .1 I は l 克 ・ イ7の曲池 /C世銀 して

い る ι れも刺激5iの強さが1~なるという事で，

解離原因。J可能な一説明になるかもしれない !J2 

kは l 術者の鍛テク ニ y ク の相i主 例えば、 f~}

気'刺激旦の程度の正ーや，微妙な録中11人 }j向の追

い等も. iJI!}111J.京因の一説明忙なるか もしれない

しかし 1 本論文のぷ姐の織に「山池刺激はイン

スリン分泌を冗進させるか? J という|日jJC対して

は {);;々の 11 1 し、 fこ減刺激方法 (鍛通屯刺倣l己主I し

ては鋪イ\関'dl制法íD~舗に対しては ! 一誠法)

が I 白地白身への刺激を評価する上で 品も適当

なβ法と与えられる

今後. 1日l方法による更なる追試が I 本テーマ {ζ

i止終的汗価を与えてくれる引を期待する

V 結 論

/111池穴への鋪通'dJ:w 1j激や置鍛*'1激は， 1!!~刺激や

)1'*干穴点への鍛i匝屯刺激と比較し て. 75 g 経ロプ

ドウ糖負術試験 Fの，血糖値や血Ní-インスリン値

/<:全く影得を与えなかった
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なお，本研究花限IL ，終始アドパイスをいたfだこ

いた本学￡生主Jlj

た'本研究は H自有国2年度リl治鍛灸大"ìt 4 年生の

今井篤弘。金4荏現三，見l必史， IT(;!U j芳明， 1f; 1 1J規，

坂本三和。右凹剛智の協}j lt.より行なわれた 'J<を

附記する
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